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ＰＦリングでは加速器の研究のために 
シングルバンチをリングに蓄積すること 
が、運転開始の初めの頃から継続して行 
われ、ビーム不安定性などの研究に使わ 
れていた。このような純粋加速器の研究 
用とは別に、パルス光源としてのシング 
ルバンチ運転をユーザー運転として行っ 
てほしいという声が高まり、1990 年 4 月 
18 日から１週間、第１回のシングルバン 
チユーザー運転が行われた。スタート電 
流は 30mA で純化も行わず、ライフタイ 
ムは 350 から 500 分程度であった。同じ 
年の 7 月 27 日からの一週間に第２回の 
シングルバンチユーザー運転をほぼ同じ 
条件で行い、12 月には第 3 回のユーザー 
運転を行っている。このときはスクレー 
パーを挿入して純化を試みているが、純 
度は 0.1-0.2%程度であった。1991 年の 
６月に行った４回目の運転までに、ベー 
タートロンチューンの電流依存性を利用 
した純化のシステムを実用化し、この第 
４回運転では 0.01%まで純化を行った。 
この運転ではさらに、ねじれ４極電磁石 
を励磁してバンチ体積を大きくし、ライ 
フタイムを改善することも行われた。そ 
の後 1996 年 6 月の第 26 回目の運転まで 
年２ないし３回定常的にシングルバンチ 
ユーザー運転が持たれている。１９９７ 
年は高輝度化の改造のため運転は行われ 
ず、シングルバンチ運転が再開されたの 
は 1998 年 4 月 23 日からの運転からであ 
る。この頃の運転パターンを図１に示す。 

図１. 1998 年 12 月 20 日の運転パターン 

翌年の 1999 年 5 月の運転までには、選 
択的ＲＦＫＯによるバンチ純化が実用化 
され、5 月 17 日からの運転で使用された。 
この時点での純度は 4X10 -6 程度である。 
その後、第 48 回目に当たる 2006 年 6 月 
24 日の運転まで定常的に年 3 回程度のペ 
ースでシングルバンチユーザー運転が持 
たれている。 
他方で、1994 年からＰＦではマシンス 

タ デ ィ ー の 円 滑 化 を 図 る た め に 
PF,PFAR,Bfactory LER,HER の４リング同 
時入射プロジェクトが始まり、この中で、 
PF リングの Top-up 運転の可能性が検討 
され、2005 年より実現に向けてプロジェ 
クトが動き出した。このプロジェクトの 
なかで、最も効果的なテストとして、シ 
ングルバンチ運転を Top-up モードでテ 
スト運転することが提案され、先ず 2006 
年 11 月のシングルバンチユーザー運転 
で Top-up モード･ＭＢＳ開にて運転する 
ことを行った。続く 2007 年 2 月の運転 
では Top-up モード連続入射のテスト運 
転が行われた。図２にこのときの運転パ 
ターン記録を示す。 

図２．２００７年１１月に行われた Top-up 連続 
入射運転のパターン 

この図より、ＡＲ入射で中断した２回を 
除いてリング電流が一定に保たれている 
ことがわかる。現在までにさらに２回こ 
のモードで運転を行った。本講ではシン 
グルバンチ運転の現在までの履歴を簡単 
に紹介すると共に、最近の Top-up 運転 
の状況について紹介する。


